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� はじめに
我々の周囲で観測されるデータの多くは時系列デー

タである．時系列データの解釈はその分野の専門家で
ない限り，迅速かつ的確に解釈することは難しい．そ
のため専門家に代わって，時系列データの内容を解釈
し，ユーザに情報を提供する手法が望まれる．時系列
データの振る舞いを解釈する際，人は大局的な動向を
視覚で把握し，言葉で理解する� その点に着目し，本
研究では株価や為替の動向について時系列データのグ
ラフの形状を捉え，言葉で表現する手法を提案する．

� 日経平均株価テキスト生成システム
��� システム概要

先行研究 ���において開発された「日経平均株価テキ
スト生成システム」の概要を図 �に示す．このシステ
ムを利用し，円・ドルの為替レートの動向を説明する
言語化を行う．

図 �� システムの概要

このシステムによって生成されるテキストは以下の
２つのテキストタイプに分類され，タイプごとにテキ
スト生成の処理の流れが異なる．

テキスト��：グラフの形状を踏まえることなしに，デー
タベースからの情報のみから生成できるテキスト．

テキスト��：グラフの形状を踏まえて，かつデータ
ベースからの情報から生成できるテキスト．
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本研究においては，テキスト��の自動生成に着目し，
テキスト生成の性能向上およびその評価を行う．以下
にシステム各部の説明，および，システムの実行例を
示す．

��� グラフの形状認識

グラフの動向を把握するとき，グラフが「下がって，
上がっている」などの形状によって認識される．グラフ
を視覚的に把握するために，本研究では，線形最小二
乗法を用いてグラフの近似曲線を作り，その近似曲線
の振る舞いを捉えることにより，グラフの動向を言語
で表す．近似曲線は �次多項式で表現されており，こ
の多項式の次数は，グラフの形状を表現している語彙
の実際のコーパス �約 �ヶ月分の日経平均株価動向の解
説記事	を分析することにより，その最適な次数を �次
と導いた．�次多項式が表現する典型的な曲線の全体
的な形状を ��タイプとし，その形状のパラメータ値の
とり方により，さらに �
種類の部分形状が導けるとし
た（図 �参照）．

図 �� タイプごとに分類された部分形状 �一部	

この分類は，実際のコーパスから抽出されたグラフ
の挙動を説明するために使われる語彙表現の観点から
導いた．任意の全体形状のタイプはどの部分形状を含
むかが決まっているため，�次多項式で認識されたグ
ラフの形状は，始めに分類された全体形状の特定のタ
イプを選別する．次に，その部分形状を数式的に解釈
することにより最終的なグラフの形状を認識し，これ
を説明する適切な言語表現を選択する �図 
参照	．

��� 辞書

辞書は，実際のコーパスとそれに対応する株価動向
を示すグラフの部分形状の対応関係を観測することに
より構築される（図 �参照）．
為替動向の時系列データを表現する語彙として，日

経平均株価の動向を表現する語彙と類似している語彙
も多々あるが，為替動向を説明するための特有な言葉
も多数存在する．そのような語彙を含む辞書を構築し
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図 
� 部分形状の数式的解釈とその言語表現

図 �� グラフの形状と語彙の対応

た．為替の動向を示す語彙の辞書構築にあたり，����

年 �月 �日から ����年 月 日までの ���個の円・ド
ルの為替レートに関する実際のコーパスを分析するこ
とにより，グラフの部分形状を適切に表現する語彙・文
を収集し，辞書を構築した．
株価動向と為替動向を示す記事の差異は，それぞれ

の市場の特徴が反映される．株価市場の開場時間は，午
前 ���～�����，午後 ���
�～�����であるのに対し，東
京為替レートは日曜を除き，全世界の市場を併せると
��時間体制である．コーパス分析より，為替の動向を
説明するには，世界の市場が持つ時間帯に着目する点
が株価動向を説明する記事にはない特徴として挙げら
れることがわかった．時間帯は，大別すると「東京午
前」，「東京午後」，「欧州時間」，「ＮＹ時間」の � つに
分類されることを確認した．
構築された辞書は，上述のような為替レート説明に

特有の表現，および，図 
に示すようにグラフの形状
を数式的に解釈したものが語彙や文と対応するように
システム内に実装されている．
辞書内には，部分形状で表現できる短文が約��種類

�例：「小動きが続いた」，「もみ合いとなっている」，「反
発」	，時間帯が �種類 �例：「東京午前」，「序盤」	，接
続詞が �種類 �例：「その後」，「しかし」	登録されて
いる．

��� 文法

　テキスト�は，短文，時間帯，接続詞の適切な組
み合わせ規則により生成される．その例を以下に示す．

� 時間帯によって先頭に「東京午前は」，「東京午後

は」をつける．
� 部分形状によっては，時間帯によって「序盤」，「現
在は」，などが短文の前につけられる．

��� 実行例
図 �では，「����年 月 �日」と入力すると，以下の

ようなテキストが生成された．

タイプ��テキスト
「�日の東京株式市場で日経平均株価は �日続落．終値
は前日比 ��円 ��銭（������）東京午前は，小幅な動
きが続いた．今日の高値で引けた．�日を通じて高い水
準で推移した．」

タイプ��テキスト
「前場は，買いが先行した．その後，底堅さを確認した．
後場は，買いが先行した．その後，売りが広がった．」

図 �� システムの実行例

� おわりに

本研究において，先行研究 ���で構築された株価動向
を言語化するシステムを基に，為替レート（円・ドル）
の動向を示す言語化を可能にする機能の拡張の一貫と
して，辞書の拡張を検討した．為替レートの動向を示
す言語表現は，株価動向を示す言語表現とほぼ類似し
ているものの，為替ドメイン特有の表現もあり，コー
パスを分析することにより，そのような表現を新たに
辞書に追加した．
今後の課題として，実際に為替のデータを用いて為

替レートの動向を示す言語化を実現すること，および，
株価と為替の変動に関する相関関係の言語化などを行
うつもりである．
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